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令和５年第３回定例会議決結果

決算審査特別委員会

案　件　名 結 果

「〇」賛成　「×」反対　「－」賛否に加わっていない　「欠」欠席
　※ 議長は通常採決に加わらないため「/」としています。
公 明 党
議 員 団

日本共産
党議員団

創生
岩出

郁青青
クラブ ネット岩出

奥
田
富
代
子

大
上
正
春

玉
田
隆
紀

市
來
利
恵

増
田
浩
二

福
山
晴
美

梅
田
哲
也

尾
和
正
之

山
本
重
信

三
栖
慎
太
郎

井
神
慶
久

田
中
宏
幸

福
岡
進
二

吉
本
勧
曜

日本全体で解決すべき問題として、普天間
基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土
の安全の保障を求める請願書

不採択 × × × 〇 〇 × × × × × × / × ×

岩出市として、加齢性難聴者の補聴器購入
に対する公的補助制度創設を求める請願書 不採択 × × × 〇 〇 × × × × × × / × ×
※案件名は、正式議案名ではありません。

賛否が分かれた議案等

全会一致の議案等
案　　　件　　　名 結果

専決処分の承認を求めることについて（令和５年度岩出市水道事業会計補正予算第２号） 承認
いわで御殿設置及び管理条例の一部改正について 可決
岩出市産業廃棄物処理施設の設置に係る紛争の予防に関する条例の制定について 可決
令和５年度岩出市一般会計補正予算（第３号） 可決
令和５年度岩出市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決
令和５年度岩出市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決
市道路線の認定について 認定
岩出市教育委員会教育長の任命について（津

つ

田
だ

　浩
ひろ

伸
のぶ

　氏） 同意
岩出市教育委員会委員の任命について（岩

いわ

中
なか

　一
ひと

史
し

　氏） 同意
岩出市農業委員会委員の任命について（新

しん

崎
ざき

　裕
やす

功
のり

　氏） 同意
岩出市固定資産評価審査委員会委員の選任について（増

ます

田
だ

　充
みつ

孝
たか

　氏） 同意

 令和４年度決算議案７件を審査するため、10月10日から10月13日まで開催しました。

・一般会計歳入歳出決算認定

・国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

・介護保険特別会計歳入歳出決算認定

・後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

・墓園事業特別会計歳入歳出決算認定

・水道事業会計剰余金の処分及び収入支出決算認定

・下水道事業会計収入支出決算認定

決算審査特別委員会委員（９月２１日選任）

◎委員長　　𠮷本勧曜（ネット岩出）

〇副委員長　奥田富代子（公明党議員団）

　委　員　　福山晴美（創生岩出）

　委　員　　井神慶久（ネット岩出）

　委　員　　尾和正之（郁青青クラブ）

　委　員　　大上正春（公明党議員団）

　委　員　　三栖慎太郎（郁青青クラブ）

　委　員　　増田浩二（日本共産党議員団）

決算審査特別委員会は、市の前年度の決算認定

の審査のために設置される特別委員会です。

いわで議会だより − 2 −いわで議会だより



令和５年第３回定例会（９月議会）

＊　質問者本人が質問及び答弁の要点をまとめ、提出のあったものを  

    各議員の責任のもとに掲載しました。

＊　内容等については、質問者にお問い合わせください。

一般質問項目の事前公表　一般質問の質問者・項目は、事前にウェブサイトで公表しています。

福
ふく

岡
おか

進
しん

二
じ

　議員 4ページ

◎コンビニ交付サービスについて

◎医療的ケア児の支援について

大
おお

上
うえ

正
まさ

春
はる

　議員 5ページ

◎マイナンバーカードについて

◎災害時のＬＧＢＴ対応について

◎敬老会について

◎ふれあい収集事業について

奥
おく

田
だ

富
と

代
よ

子
こ

　議員 6ページ

◎デジタル人材育成について

◎献血の推進について

◎食品ロス削減について

三
み

栖
す

慎
しん

太
た

郎
ろう

　議員 7ページ

◎根来の子守唄について

◎有料指定可燃ごみ袋について

尾
お

和
わ

正
まさ

之
ゆき

　議員 8ページ

◎インボイス制度の不安を払拭する支援対策につ

いて

◎地域振興について

増
ます

田
だ

浩
こう

二
じ

　議員 9ページ

◎上岩出小学校前の段差式横断歩道について

◎災害を防ぐための河川整備の対応について

◎市職員の体制について

市
いち

來
き

利
り

恵
え

　議員 10ページ

◎根来公園墓地について

◎子育て応援のまち岩出に

一般質問
問７人の議員が

市政を う

いわで議会だよりいわで議会だより− 3 −



コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　

 

拡
充

本
年
８
月
１
日
か
ら
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
が
導
入
。

稼
働
時
間
は
、
土
・
日
・

祝
日
を
含
む
午
前
６
時
30
分

か
ら
午
後
11
時
。
市
役
所
閉

庁
時
で
も
対
応
で
き
、
市
外

へ
の
通
勤
者
も
多
い
本
市
で
、

大
変
便
利
だ
と
喜
ば
れ
て
い

る
。

質　

問

①
初
期
導
入
費
及
び
、
ど
こ

の
事
業
所
の
シ
ス
テ
ム
か
。

②
証
明
手
数
料
改
正
に
向
け
、

市
の
見
解
は
。

③
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
き
る
証

明
書
は
住
民
票
の
写
し
・
印

鑑
登
録
証
明
書
・
所
得
証
明

書
・
課
税
（
非
課
税
）
証
明

書
の
４
種
類
と
な
っ
て
い
る

が
、
戸
籍
謄
本
等
、
種
類
を

拡
充
す
る
考
え
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
初
期
導
入
費
は
、
１
，
１

６
６
万
円
で
、
費
用
の
２
分

の
１
は
特
別
交
付
税
措
置
さ

れ
る
。

証
明
書
交
付
シ
ス
テ
ム
の

事
業
所
は
、
富
士
通
Ｊ
ａ
ｐ

ａ
ｎ
株
式
会
社
。

②
現
在
の
と
こ
ろ
、
手
数
料

の
改
定
は
考
え
て
い
な
い
。

③
戸
籍
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
は
、
現
在
の
シ
ス
テ
ム

事
業
者
で
は
対
応
不
可
。
別

事
業
所
対
応
に
は
、
初
期
費

用
等
の
経
費
が
必
要
に
な
る
。

ま
た
、
今
年
度
、
戸
籍
証

明
書
の
広
域
交
付
が
実
施
さ

れ
、
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も

取
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ

ー
ビ
ス
導
入
の
考
え
は
な
い
。

再　

質　

問

誤
交
付
に
よ
り
、
個
人
情

報
が
漏
れ
る
心
配
は
な
い
か
。

答　

弁　

総
務
部
長

万
全
を
期
す
た
め
、
国
か

ら
指
導
の
あ
っ
た
第
三
者
立

会
い
に
よ
る
総
点
検
を
す
べ

て
実
施
し
、
シ
ス
テ
ム
に
問

題
が
な
い
こ
と
を
確
認
で
き

て
い
る
。

　

医
療
的
ケ
ア
児
の

　

支
援
に
つ
い
て

令
和
３
年
９
月
、
医
療
的

ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族
に
対

す
る
支
援
に
関
す
る
法
律
が

施
行
。

こ
の
法
律
は
、
国
や
地
方

公
共
団
体
等
の
責
務
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
保
護

者
の
離
職
防
止
を
目
的
と
し

て
明
記
さ
れ
、
施
行
か
ら
約

２
年
が
経
過
し
て
い
る
。

質　

問

①
現
在
、
小
中
学
校
の
医
療

的
ケ
ア
児
の
在
籍
状
況
は
。

②
関
係
者
か
ら
構
成
さ
れ
る

会
議
体
の
設
置
は
。

③
今
後
、
医
療
的
ケ
ア
児
へ

の
支
援
に
対
す
る
取
組
方
針

は
。

答　

弁　

教
育
部
長

①
現
在
、
医
療
的
ケ
ア
児
は

在
籍
し
て
い
な
い
。

②
那
賀
圏
域
障
害
児
・
者
自

立
支
援
協
議
会
こ
ど
も
部
会

の
サ
ブ
部
会
と
し
て
「
医
療

的
ケ
ア
児
支
援
連
携
会
議
」

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

③
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー

ズ
に
は
違
い
が
あ
る
が
、
将

来
の
自
立
や
社
会
参
加
の
た

め
に
必
要
な
力
を
培
う
と
い

う
視
点
に
立
ち
、
必
要
な
合

理
的
配
慮
を
実
施
し
て
い
く
。

ま
た
、
教
育
機
関
の
み
な

ら
ず
、
医
療
的
ケ
ア
児
連
携

会
議
に
お
け
る
福
祉
・
医
療

等
の
関
係
部
局
や
関
係
機
関

と
も
連
携
し
、
取
り
組
ん
で

い
く
。

福
ふく

岡
おか

　進
しん

二
じ

 議員
（ネット岩出）
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高齢者のゴミ出し
　　　　支援拡充を

②
敬
老
会
実
行
委
員
会
に
て

協
議
を
行
い
、
例
年
の
内
容

よ
り
、
感
染
症
に
配
慮
し
た

映
画
上
映
会
が
良
い
の
で
は

な
い
か
な
ど
の
意
見
か
ら
、

催
し
内
容
を
変
更
し
て
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

再　

質　

問

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
食
の
ク

ー
ポ
ン
券
が
好
評
で
あ
っ
た
。

今
後
そ
の
考
え
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

要
望
が
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
お
り
、
今
後
の
検
討
課

題
と
す
る
。

い
て
は
８
月
末
で
69
件
。
主

に
有
効
期
間
の
満
了
や
破
損

に
よ
る
も
の
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

②
市
内
の
医
療
機
関
等
93
か

所
中
84
か
所
。
メ
リ
ッ
ト
は
、

情
報
提
供
に
同
意
す
る
こ
と

で
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
最
適

な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

な
ど
で
あ
る
。

　

災
害
時
の

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
対
応
を

質　

問
避
難
所
で
の
対
応
準
備
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

岩
出
市
避
難
所
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル（
大
規
模
避
難
所
版
）

の
物
資
の
配
給
方
法
に
つ
い

て
、
女
性
や
性
的
少
数
者
へ

配
慮
す
る
こ
と
を
次
回
の
改

正
で
追
加
予
定
。

　

敬
老
会
に
つ
い
て

質　

問

①
案
内
人
数
と
参
加
人
数
は
。

②
催
し
内
容
の
変
更
理
由
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
本
年
度
の
案
内
人
数
は
、

７
，
７
２
５
人
、
参
加
人
数
は
、

３
，
７
１
２
人
。
（
弁
当
の
み

受
け
取
り
の
方
も
含
む
）

質　

問

①
ふ
れ
あ
い
収
集
事
業
の
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
条
件
は
。

②
現
在
、
ど
れ
だ
け
の
方
が

利
用
し
て
い
る
の
か
。

③
高
齢
者
以
外
の
家
庭
で
戸

別
収
集
さ
れ
て
い
る
が
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
次
長

①
ふ
れ
あ
い
収
集
実
施
要
綱

に
基
づ
き
、
世
帯
全
て
の
方

が
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
か
身
体
障
害
者
手
帳

（
肢
体
不
自
由
）
１
～
３
級

の
交
付
を
受
け
て
い
る
な
ど
、

集
積
所
ま
で
ご
み
を
持
ち
出

す
こ
と
が
困
難
な
方
。

②
令
和
５
年
９
月
末
29
世
帯
。

③
住
宅
密
集
地
や
道
路
事
情

な
ど
に
よ
り
、
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
方
式
の
収
集
が
困
難
な
地

域
が
あ
り
、
現
在
も
戸
別
収

集
と
な
っ
て
い
る
。

再　

質　

問

戸
別
収
集
件
数
を
減
ら
し
、

ふ
れ
あ
い
収
集
の
条
件
緩
和

を
し
て
運
営
で
き
な
い
か
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
次
長

戸
別
収
集
全
て
を
廃
止
す

る
こ
と
は
困
難
。
要
件
緩
和

は
、
近
隣
市
町
の
取
組
事
例

を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

に
つ
い
て

質　

問

①
マ
イ
ナ
総
点
検
の
進
捗
状

況
と
、
主
な
ト
ラ
ブ
ル
や
カ

ー
ド
返
納
状
況
は
。

②
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
で

き
る
医
療
機
関
の
数
は
。
ま

た
、
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
現
時
点
、
デ
ジ
タ
ル
庁
の

総
点
検
で
、
個
別
デ
ー
タ
の

点
検
は
求
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、

誤
紐
づ
け
等
の
報
告
も
な
い
。

主
な
ト
ラ
ブ
ル
と
い
っ
た

事
象
は
把
握
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
カ
ー
ド
返
納
に
つ

大
おお

上
うえ

　正
まさ

春
はる

 議員
（公明党議員団）
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もったいないを
　　　ありがとうに

の
ポ
ス
タ
ー
が
送
付
さ
れ
て

お
り
、
両
中
学
校
で
掲
示
し

啓
発
に
協
力
し
て
い
る
。

再　

質　

問

若
い
人
ほ
ど
献
血
人
口
が

少
な
い
。
患
者
に
安
定
的
に

血
液
を
届
け
る
た
め
に
は
、

若
い
人
に
対
し
て
の
啓
発
が

重
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

市
広
報
紙
に
献
血
の
日
程

を
掲
載
し
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
も

周
知
に
努
め
て
い
る
。
今
後

「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」
な
ど
、

若
い
方
が
集
ま
る
行
事
で
啓

発
の
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
。

　

若
年
層
へ
の
献
血
推
進

近
年
、
少
子
高
齢
化
の
影

響
で
、
献
血
可
能
人
口
（
16

歳
～
69
歳
）
は
減
少
し
、
10

代
か
ら
30
代
の
献
血
者
数
は
、

こ
の
10
年
で
32
％
も
減
少
し

て
い
る
。
が
ん
、
白
血
病
、

手
術
、
出
産
な
ど
、
血
液
を

必
要
と
す
る
患
者
は
多
い
。

質　

問

①
市
内
の
献
血
場
所
は
。

②
献
血
の
人
数
と
年
代
別
の

割
合
は
。

③
教
育
現
場
で
学
ぶ
機
会
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
那
賀
振
興
局
、
警
察
署
、

那
賀
消
防
組
合
本
部
、
市
役

所
、
大
型
店
舗
、
企
業
等
。

答　

弁　

教
育
部
長

③
教
育
課
程
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
な
い
の
で
、
学
校
で

学
ぶ
機
会
は
な
い
。
厚
生
労

働
省
か
ら
献
血
の
普
及
啓
発

今
、
世
界
で
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
を
は
じ
め
と
す
る

紛
争
や
気
候
変
動
等
に
よ
り
、

食
料
不
足
に
陥
る
人
々
が
増

加
し
、
「
最
初
の
一
粒
が
無

い
子
」
が
い
る
。

一
方
、
日
本
の
食
品
ロ
ス

量
は
年
間
５
２
３
万
ト
ン
。

毎
日
10
ト
ン
車
約
１
，
４
０

０
台
分
の
食
料
を
廃
棄
し
て

い
る
と
消
費
者
庁
が
発
表
し

て
い
る
。

質　

問

①
市
民
、
事
業
者
が
一
体
と

な
っ
た
食
品
ロ
ス
削
減
の
取

組
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

②
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
取
組

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

ま
た
、
集
ま
っ
た
食
品
の

届
け
先
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
次
長

①
市
民
、
事
業
者
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
は
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

飲
食
店
等
に
対
し
、
食
べ
切

り
や
、
小
売
店
に
は
売
り
切

り
の
啓
発
を
行
っ
て
き
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
飲
食

店
に
対
す
る
訪
問
指
導
は
控

え
て
い
た
が
、
今
後
、
飲
食

店
へ
の
訪
問
を
再
開
す
る
と

と
も
に
、
家
庭
で
の
使
い
切

り
、
食
べ
き
り
の
啓
発
に
取

り
組
む
。

②
家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品

を
集
め
、
必
要
と
す
る
方
々

に
寄
付
す
る
支
援
活
動
は
、

貧
困
問
題
解
決
の
一
助
に
な

る
一
方
で
、
食
品
ロ
ス
問
題

の
解
決
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。

集
ま
っ
た
食
品
の
届
け
先

は
、
こ
ど
も
食
堂
が
１
団
体
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
が
１
団

体
あ
る
。

奥
おく

田
だ

 富
と

代
よ

子
こ

 議員
（公明党議員団）

フードドライブ

献血を理解するための高校生用テキスト

②献血の人数

令和２年度 1,430人

令和３年度 1,255人

令和４年度 1,344人

　年代別の割合

10代 2.9% 40代 23.7%

20代 8.5% 50代 34.0%

30代 12.9% 60代 18.0%

いわで議会だより − 6 −いわで議会だより



岩出市有料指定可燃ごみ袋の価格が改定

ごみ袋の種類
改定前
価格

R5.8.1～ 
R7.3.31

R7.4.1～ 
R8.3.31

R8.4.1～

20L袋 
（10枚入り）

200円 180円 200円 220円

30L袋 
（10枚入り）

300円 270円 300円 330円

45L袋 
（10枚入り）

450円 400円 450円 500円

　

歌
い
継
が
れ
て
き
た

　

根
来
の
子
守
唄

　

大
切
に
保
存
継
承
す
る

　

た
め
市
指
定
文
化
財
に

質　

問
江
戸
時
代
初
期
か
ら
歌
い

継
が
れ
、
50
年
以
上
、
保
存

会
の
皆
様
の
努
力
で
、
守
ら

れ
て
き
た
根
来
の
子
守
唄
。

①
そ
の
価
値
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
。

②
市
民
が
誇
り
を
持
っ
て
、

貴
重
な
伝
統
文
化
だ
と
認
識

で
き
る
よ
う
、
市
指
定
文
化

財
に
指
定
す
べ
き
。

止
め
、
積
極
的
に
、
伝
承
と

普
及
啓
発
に
努
め
て
い
く
に

あ
た
り
、
市
文
化
財
に
指
定

す
る
方
向
で
進
め
て
い
く
。

今
後
、
指
定
に
向
け
て
必

要
な
手
続
を
行
い
、
根
来
の

子
守
唄
保
存
会
が
保
存
団
体

と
し
て
継
続
で
き
る
よ
う
、

必
要
な
支
援
を
し
て
い
く
。

答　

弁　

市
長

①
江
戸
時
代
初
期
か
ら
、
紀

北
地
域
の
歴
史
や
生
活
の
中

で
歌
い
継
が
れ
て
き
た
全
国

的
に
も
稀
少
で
特
徴
あ
る
根

来
の
子
守
唄
。

ふ
る
さ
と
岩
出
市
に
古
く

か
ら
伝
わ
る
伝
統
文
化
で
あ

り
、
後
世
に
お
返
し
し
て
い

く
責
務
が
あ
る
と
認
識
。

②
他
自
治
体
事
例
を
研
究
し
、

専
門
家
の
意
見
も
伺
っ
て
、

市
文
化
財
指
定
す
る
方
向
で

進
め
て
い
く
。

答　

弁　

教
育
部
長

①
②
子
守
唄
は
、
親
子
の
心

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

始
ま
り
で
あ
り
、
幼
子
は
そ

の
旋
律
と
声
で
、
親
の
愛
情

を
潜
在
意
識
に
記
憶
し
、
生

涯
の
財
産
と
し
て
い
く
も
の
。

根
来
の
子
守
唄
保
存
会
の

皆
様
の
思
い
を
真
摯
に
受
け

　

在
庫
不
足
で
市
民
に

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
た

　

有
料
指
定
可
燃
ご
み
袋

質　

問

①
現
在
の
調
達
在
庫
状
況
は
。

②
取
扱
店
舗
引
換
え
復
活
は
。

③
ご
み
袋
の
費
用
構
成
は
。

④
製
作
費
以
外
の
費
用
は
、

市
税
と
の
二
重
取
り
で
は
。

⑤
値
上
げ
は
大
き
な
負
担
。

一
定
量
無
料
型
分
配
布
枚
数

の
再
計
算
が
必
要
で
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
次
長

①
８
月
29
日
に
、
各
サ
イ
ズ

そ
れ
ぞ
れ
150
万
枚
が
入
荷
。

②
店
舗
で
の
混
乱
防
止
の
た

め
、
令
和
６
年
度
再
開
。

③
ご
み
袋
１
枚
の
費
用
構
成
。

製作費
48.7%

取扱店手数料等
20.3%

リサイクル工房経費
15.3%

人件費
8.4%

無料交付経費
5.1%

ごみ減量化支援経費
2.2%

令和４年度 歳出決算ベース

④
製
作
費
以
外
の
費
用
は
、

排
出
抑
制
推
進
経
費
、
再
生

利
用
推
進
経
費
、
住
民
意
識

改
革
経
費
や
そ
の
他
ご
み
集

積
施
設
設
置
補
助
等
経
費
で
、

環
境
省
提
示
の
「
一
般
廃
棄

物
処
理
有
料
化
の
手
引
き
」

に
沿
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。ま

た
、
一
定
量
無
料
型
の

採
用
や
、
乳
幼
児
・
福
祉
加

算
の
支
援
も
行
っ
て
お
り
、

一
律
に
負
担
さ
せ
て
い
な
い
。

⑤
一
定
排
出
量
超
ま
で
は
、

経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が

あ
る
た
め
、
現
在
、
無
料
配

布
数
再
計
算
の
考
え
は
な
い
。

20
Ｌ
袋
よ
り
小
さ
い
袋
の

設
定
等
の
事
項
が
生
じ
た
場

合
は
、
環
境
を
ま
も
る
審
議

会
に
諮
り
検
討
す
る
。

根
来
の
子
守
唄
を

　
　
　

 

指
定
文
化
財
に

三
み

栖
す

 慎
しん

太
た

郎
ろう

 議員
（郁青青クラブ）

いわで議会だよりいわで議会だより− 7 −



な
ぜ
、
支
援
対
策
が

　
　
　
　
　

 

必
要
な
の
か

２
０
２
３
年
10
月
１
日
か

ら
、
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
制
度
に
関
し
て
、
市

民
か
ら
不
安
、
混
乱
が
生
じ

て
い
る
と
の
訴
え
が
あ
る
。

全
国
的
に
も
同
じ
こ
と
が

起
こ
っ
て
い
る
の
も
事
実
で

あ
る
。

質　

問
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
不
安

を
払
拭
す
る
支
援
対
策
に
つ

い
て
。

①
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

②
１
，
０
０
０
万
円
以
下
の

免
税
事
業
者
は
ど
の
く
ら
い

い
る
の
か
。

③
相
談
窓
口
の
設
置
は
。

答　

弁　

事
業
部
長

①
正
式
名
称
を
「
適
格
請
求

書
等
保
存
方
式
」
と
い
い
、

複
数
税
率
に
対
応
し
た
仕
入

税
額
控
除
の
方
式
で
、
適
正

な
課
税
を
確
保
す
る
た
め
導

入
さ
れ
た
制
度
だ
と
認
識
し

て
い
る
。

②
申
告
先
が
税
務
署
の
た
め
、

実
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

商
工
会
に
よ
れ
ば
、
令
和

４
年
分
の
所
得
税
申
告
を
し

た
１
５
０
事
業
者
の
う
ち
、

１
３
０
が
免
税
事
業
者
。

イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
を
行
っ

た
事
業
者
数
は
50
件
。

③
国
税
庁
設
置
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
や
粉
河
税
務
署
窓
口

で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
。

再　

質　

問

本
市
独
自
の
支
援
対
策
等

に
つ
い
て
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　

弁　

事
業
部
長

市
独
自
の
支
援
は
な
い
が
、

税
務
署
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会
の
開
催
日
程
を
随
時

広
報
に
掲
載
し
、
相
談
窓
口

へ
と
つ
な
げ
て
い
る
。

　

観
光
分
野
の

　
　

地
域
振
興
に
つ
い
て

質　

問

①
今
ま
で
の
県
と
連
携
し
た

地
域
振
興
は
。

②
今
後
、
県
と
連
携
し
た
地

域
振
興
の
考
え
は
。

答　

弁　

事
業
部
長

①
観
光
分
野
に
お
い
て
、
根

来
寺
周
辺
の
観
光
拠
点
と
な

る
旧
和
歌
山
県
議
会
議
事
堂

「
一
乗
閣
」
や
根
来
寺
遺
跡

展
示
施
設
の
整
備
が
あ
る
。

広
域
協
議
会
で
は
、
和
み

わ
か
や
ま
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推

進
協
議
会
、
根
来
街
道
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
協
議

会
、
紀
の
川
エ
リ
ア
観
光
サ

イ
ク
リ
ン
グ
推
進
協
議
会
な

ど
を
通
じ
て
、
県
内
外
へ
魅

力
を
発
信
し
て
い
る
。

答　

弁　

理
事

②
県
は
地
域
振
興
の
現
場
で

あ
る
振
興
局
の
活
性
化
が
大

変
重
要
で
あ
る
と
し
、
来
年

度
に
向
け
て
、
振
興
局
活
性

化
の
た
め
の
必
要
な
施
策
や

組
織
の
見
直
し
等
を
検
討
し

て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
、
県
と
協

力
し
な
が
ら
地
域
の
活
性
化

に
努
め
て
い
く
。

再　

質　

問

今
後
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
よ
う
な
県
、
企
業
、

民
間
、
各
種
団
体
、
大
学
等

を
交
え
た
意
見
交
換
会
の
場

を
大
々
的
に
開
催
す
る
考
え

は
。

答　

弁　

理
事

県
は
、
各
振
興
局
が
主
体

と
な
っ
て
地
域
課
題
に
取
り

組
む
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、

そ
の
際
は
、
市
町
村
、
地
域

住
民
、
民
間
事
業
者
等
と
構

成
す
る
組
織
の
立
ち
上
げ
を

検
討
し
て
い
る
。
そ
の
状
況

を
見
て
い
き
た
い
。

尾
お

和
わ

　正
まさ

之
ゆき

 議員
（郁青青クラブ）

いわで議会だより − 8 −いわで議会だより



災害対策
　 河川整備の対応を

答　

弁　

教
育
部
長

②
段
差
式
横
断
歩
道
は
、
速

度
抑
制
効
果
が
高
い
こ
と
か

ら
、
児
童
の
事
故
防
止
に
効

果
的
で
あ
る
と
歓
迎
し
て
い

る
。
上
岩
出
小
学
校
に
現
状

確
認
し
た
が
、
横
断
歩
道
で

児
童
が
手
を
挙
げ
る
と
停
止

し
て
く
れ
る
車
が
増
え
た
と

好
評
で
あ
る
。

　

上
岩
出
小
学
校
前
、

　

段
差
式
の
横
断
歩
道
が　

　

設
置
さ
れ
た
理
由
は

質　

問

①
段
差
式
横
断
歩
道
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
。

②
横
断
歩
道
ま
で
に
、
「
学

童
注
意
」
や
「
段
差
注
意
」

の
文
字
が
あ
る
。
注
意
力
散

漫
に
な
り
危
険
性
が
増
す
の

で
は
な
い
か
。
段
差
式
横
断

歩
道
形
態
で
は
な
く
、
別
の

形
で
注
意
喚
起
を
考
え
て
は

ど
う
な
の
か
。

答　

弁　

事
業
部
長

①
②
交
通
量
が
多
く
、
大
変

危
険
だ
と
認
識
。
黄
色
の
カ

ラ
ー
舗
装
や
学
童
注
意
の
路

面
標
示
を
県
で
設
置
い
た
だ

い
た
が
、
効
果
が
見
ら
れ
ず
、

児
童
の
安
全
確
保
を
図
る
た

め
、
県
・
市
・
小
学
校
と
協

議
し
た
結
果
、
国
土
交
通
省

と
警
察
庁
が
通
学
路
等
の
交

通
安
全
対
策
の
１
つ
と
し
て
、

全
国
的
に
整
備
を
進
め
て
い

る
段
差
式
横
断
歩
道
（
ス
ム

ー
ズ
横
断
歩
道
）
を
、
最
善

の
対
策
と
し
て
採
用
し
、
県

に
お
い
て
令
和
４
年
度
に
整

備
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

河
川
内
の
木
、
草
の
繁
茂

　

地
点　

伐
採
や
浚
渫
を

質　

問

①
河
川
内
に
木
が
繁
茂
し
て

い
る
地
点
が
多
々
見
受
け
ら

れ
る
。
浚
渫
だ
け
で
な
く
、

木
の
伐
採
を
伴
う
整
備
が
必

要
で
は
な
い
か
。

＊
山
田
川
・
市
営
住
宅
付
近

＊
住
吉
川
・
住
吉
橋
上
流
部

＊
根
来
川
・
根
来
小
学
校
東

側
の
か
ら
す
橋
上
流
部
及

び
下
流
部

②
今
年
度
の
浚
渫
内
容
。

時
期
と
場
所
は
。

答　

弁　

事
業
部
長

①
毎
年
４
月
に
土
砂
の
堆
積

状
況
や
草
木
の
繁
茂
等
の
見

回
り
を
実
施
し
、
県
に
要
望

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

県
に
お
い
て
、
河
川
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
た
だ
い

た
が
、
草
木
の
繁
茂
に
つ
い

て
は
、
現
状
で
は
河
川
管
理

上
、
河
積
阻
害
な
ど
の
支
障

が
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
、

伐
採
に
は
至
ら
な
い
と
聞
い

て
い
る
。

根
来
小
学
校
付
近
は
、
河

川
幅
が
広
く
高
さ
も
あ
り
、

改
修
す
る
と
雨
水
が
下
流
に

一
度
に
流
れ
、
森
・
今
中
地

区
が
危
ぶ
ま
れ
る
た
め
、
懸

念
し
て
い
る
。

②
今
年
度
は
、
根
来
川
の
西

野
地
区
樋
門
付
近
、
川
尻
地

区
の
新
増
尾
橋
付
近
、
今
中

・
森
地
区
の
六
枚
橋
付
近
、

古
戸
川
で
浚
渫
の
要
望
を
行

い
対
応
い
た
だ
い
て
い
る
。

県
管
理
河
川
で
は
な
い
が
、

根
来
川
上
流
の
菩
提
川
に
お

い
て
、
土
石
流
対
策
の
床
止

工
に
堆
積
し
て
い
る
土
砂
も

撤
去
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。根来川（根来小学校東側）

上岩出小学校前のスムーズ横断歩道

増
ます

田
だ

　浩
こう

二
じ

 議員
（日本共産党議員団）

※
浚

し
ゅ
ん

渫せ

つ

海
や
川
の
水
底
の

土
砂
を
掘
り
取
る
こ
と

こ
れ
以
外
に
、
市
職
員
の

労
働
条
件
の
改
善
や
職
員

体
制
に
お
け
る
改
善
対
策

を
質
問
し
ま
し
た
。

いわで議会だよりいわで議会だより− 9 −



子育て応援のまち
　　　　　　岩出に

　

根
来
公
園
墓
地
に
つ
い
て

近
年
、
お
墓
へ
の
意
識
の

変
化
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
表

れ
て
き
て
い
る
。

質　

問
樹
木
葬
式
墓
所
の
導
入
に

つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答　

弁　

事
業
部
長

ま
ず
は
残
区
画
の
早
期
完

売
を
目
指
し
、
販
売
促
進
に

取
り
組
む
。
樹
木
葬
式
墓
所

は
、
現
時
点
で
の
導
入
は
考

え
て
い
な
い
が
、
未
開
放
区

画
の
有
効
活
用
策
な
ど
も
含

め
て
、
研
究
す
べ
き
課
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

岩
出
市
の
こ
と
を
嫌
い
に
な

っ
て
し
ま
い
そ
う
。
自
分
の

住
む
地
域
に
誇
り
を
持
て
る

よ
う
に
な
り
た
い
。
」

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声

で
あ
り
、
子
育
て
世
代
に
希

望
が
持
て
る
よ
う
な
、
ま
た
、

岩
出
市
を
選
ん
で
住
ん
で
も

ら
え
る
ま
ち
に
す
る
こ
と
こ

そ
必
要
。
子
育
て
に
対
す
る

温
か
い
施
策
を
し
な
が
ら
、

若
い
人
た
ち
に
定
住
し
て
も

ら
い
、
そ
し
て
納
税
者
を
増

や
せ
ば
、
財
政
も
安
定
し
、

発
展
に
も
つ
な
が
る
。

答　

弁　

市
長

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

あ
ら
ゆ
る
世
代
に
対
し
て
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
福
祉
施

策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
な

ど
、
総
合
的
に
勘
案
し
、
現

行
の
助
成
制
度
で
推
進
し
て

い
き
た
い
。

無
料
化
だ
け
で
人
口
が
増

加
に
移
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
全
体
的
な
行
政
の
中
で
、

市
の
発
展
を
求
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
バ
ラ
ン

ス
が
大
事
。

少
子
化
へ
の
対
応
は
遅
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
将
来
へ

の
影
響
が
大
き
く
な
っ
て
く

る
。
早
急
に
取
組
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
。
安
心
し
て
産

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
の
推
進
を
求
め
る
。

質　

問

①
那
賀
病
院
で
の
産
科
に
つ

い
て
、
医
師
確
保
の
見
通
し

と
、
医
師
確
保
に
向
け
た
取

組
は
。

②
市
内
に
分
娩
を
取
り
扱
う

産
婦
人
科
医
院
を
開
設
し
よ

う
と
す
る
医
師
、
ま
た
は
医

療
法
人
に
対
し
、
開
設
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
制
度
を
創
設
す
る
考
え
は
。

③
市
外
で
出
産
す
る
と
き
の

不
安
や
、
経
済
的
負
担
を
少

し
で
も
解
消
す
る
た
め
に
、

妊
婦
通
院
支
援
給
付
制
度
の

取
組
を
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
に

対
し
要
望
を
行
っ
て
い
る
が
、

な
か
な
か
難
し
い
状
況
。

②
制
度
に
取
り
組
む
自
治
体

が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
市
に
お
い
て
産
婦
人
科

医
院
の
開
設
を
支
援
す
る
事

業
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

③
現
在
、
妊
婦
通
院
支
援
給

付
制
度
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

妊
婦
さ
ん
が
安
心
し
て
出
産

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
今
後

も
必
要
な
支
援
を
検
討
し
て

い
く
。

質　

問

【
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
】

「
同
じ
和
歌
山
県
民
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
住
ん
で
い

る
場
所
で
子
育
て
支
援
に
差

が
あ
る
の
は
す
ご
く
不
公
平
。

せ
っ
か
く
岩
出
市
に
引
っ
越

し
し
て
住
ん
で
い
る
の
に
、

市
いち

來
き

　利
り

恵
え

 議員
（日本共産党議員団）
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 －お問合せ・ご応募は－　
岩出市議会広報常任委員会（岩出市議会事務局）

TEL:0736-61-6947（直通）　FAX:0736-61-6946

Email:gikai@city.iwade.lg.jp

詳しい内容は

議会だより募集要領を

ご覧ください。

手 に 取 っ て 読 み た く な る 議 会 だ よ り

No.

● 第０回定例会議決結果 …………………２
● 一般質問項目 ……………………………３
● 委員会提出議案　 ………………………10
● 連載：キラリ Voice ……………………12
　 ０月議会の開催予定日

いわで
議会だより

和歌山県 岩出市議会
編集／議会広報常任委員会
岩出市議会ホームページ https://www.city.iwade.lg.jp/gikai/

目次　ＣＯＮＴＥＮＴＳ

掲載は
この部分です

簡単

３ステップ

議会だよりのアンケートにご協力をお願いします
意見・感想をお聞かせください！簡単にお答えいただけます。

　スマートフォンで簡単アクセス！二次元コードが読み取れない場合は、

市議会ウェブサイトからもお答えいただけます。
いただいた内容は、

今後の議会だよりの

改善にいかします。

スマートフォンで

下の二次元コードを

読み取る

確認画面に進み

送信ボタンを押して

完了

ＳＴＥＰ１ ＳＴＥＰ２ ＳＴＥＰ３
アンケートに答える

（所要時間２分）

回答期限

令和６年１月１５日まで
アンケートは

こちらから

随時
募集

訂
正
と
お
詫
び

議
会
だ
よ
り
69
号

（
令
和
５
年
９
月
号
）

に
お
い
て
、
５
ペ
ー
ジ

中
、
２
段
目
本
文
中
に

一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
訂
正
し
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。

（
誤
）
平
成
４
年
度

　
　
　
　

↓

（
正
）
令
和
４
年
度

風景動物人物

いわで議会だより

表紙募集
　市議会では、議会だよりの表紙写真（イラスト）を募集しています。

岩出市で撮影した人物や動物の写真、岩出市のおすすめの景色、

イベントやスポーツ活動中の写真など、

「ぜひみんなに見てもらいたい！」と思う作品を

一度応募してみませんか？

募集要領

いわで議会だよりいわで議会だより− 11 −



上
岩
出
小
学
校 

６
年　

前ま
え

田だ　

陽ひ

菜な

香か 

さ
ん

岩
出
市
に
は
自
然
が
豊
か
で
、
素
敵
な
場
所

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
春
は
根
来
寺
に
咲
く

桜
が
と
て
も
き
れ
い
で
、
毎
年
家
族
で
お
花
見

に
行
き
ま
す
。

緑
花
セ
ン
タ
ー
に
は
、
季
節
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
お
花
が
咲
き

ま
す
。
他
に
も
、
私
の
通
う
小
学
校
の
裏
に
は
、
大
池
公
園
が
あ
り

ま
す
。
学
校
の
終
わ
り
や
休
み
の
日
に
な
る
と
、
遊
び
に
来
る
人
や
、

散
歩
を
し
に
く
る
人
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が
来
ま
す
。
み
ん
な
が
集

ま
る
大
池
公
園
が
、
わ
た
し
は
大
好
き
で
す
。
こ
う
い
う
場
所
が
あ

る
お
か
げ
で
、
毎
日
友
達
と
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
岩
出
市
の
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
は
、
地
域
の

人
々
が
協
力
し
合
っ
て
、
こ
の
自
然
が
守
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
私
は
、
岩
出
市
に
生
ま
れ
、
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
よ
か

っ
た
な
と
思
い
ま
す
。中

央
小
学
校　

６
年　

木き

村む
ら　

歓か
ん

奈な 

さ
ん

わ
た
し
の
住
ん
で
い
る
岩
出
市
は
、
自
然
豊

か
な
緑
花
セ
ン
タ
ー
、
大
池
公
園
、
さ
ぎ
の
せ

公
園
な
ど
の
公
園
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
緑
花
セ
ン
タ
ー
は
、
春
に
家
族

と
遊
び
に
行
く
お
気
に
入
り
の
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
岩
出
市
は
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
も
う

一
つ
良
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
町
の
人
に
会
う
と
い
つ

も
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
た
り
、
お
花
や
野
菜
を
く
れ
た
り
す
る
や

さ
し
い
人
ば
か
り
だ
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
例
え
ば
、
い
つ
も
登
下

校
の
と
き
に
「
こ
ん
に
ち
は
」「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」「
気
を
つ
け

て
」
な
ど
の
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
声
を
か
け
て
も
ら
え
て
、
と

て
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
わ
た
し
は
み
ん
な

や
さ
し
い
岩
出
市
が
大
好
き
で
す
。

発
行
／
岩
出
市
議
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
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４
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い
わ
で
議
会
だ
よ
り
70
号

2023
12月

●第４回定例会（12月議会）日程
午前9時30分から

 12月 4日（月）行政報告･議案説明

8日（金） 質疑・委員会付託

18日（月） 討論・採決

20日（水） 一般質問

21日（木） 一般質問

★ 令和５年第４回定例会（１２月）の

　 本会議開催予定日は、次のとおりです。

根来の子守唄って？

古く江戸時代から歌い始められ、根来寺を中心に歌い継が

れてきた子守唄です。

この大切な伝統文化を後世に残していくため、根来の子守

唄保存会の皆さんが、「放課後子ども教室」で子どもたちに唄

と踊りを指導し、子守唄の継承・普及に努めています。

携帯電話・スマートフォンなどの 
バーコードリーダーで読み取ると
議会ウェブサイトにアクセスできます。

岩出市議会岩出市議会ウェブサイト
https://www.city.iwade.lg.jp/gikai/

今号の
表紙

根来小学校放課後子ども教室にて

（根来の子守唄保存会の皆さんと）

岩出市議会広報常任委員会

「手に取って 読みたくなる 議会だより」を目標に紙面づくりに取り組んでいます

委員長 玉田隆紀　 副委員長  市來利恵　 委員  福山晴美　奥田富代子　尾和正之　吉本勧曜

市議会ウェブサイト


